
は
じ
め
に

楽
家

｢

豊
原｣

に
つ
い
て
、
一
般
的
に
知
ら
れ
る
事
柄
は
少
な
い
。
後
三
年
の
役

に
際
し
て
の
新
羅
三
郎
義
光
・
豊
原
時
元
間
の
秘
曲
伝
授
説
話

(

１)

や
、
室
町
期
の
豊
原

統
秋

(

２)
(

系
図
１)

の
存
在
、
ま
た
彼
が
著
し
た
楽
書

『

體
源
鈔
(
３)』

く
ら
い
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
近
年
、
王
権
を
象
徴
す
る
音
楽
と
い
う
視
点
の
研
究

(

�)

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
北
朝
後
光
厳
院
流
の
天
皇

(

後
光
厳
〜
後
柏
原)

と
足
利
将
軍
に
笙
の
演
奏
を

伝
え
た
家
と
し
て
、
豊
原
家
の

｢

役
割｣

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た

『

體
源
鈔』

の
成
立
背
景
と
し
て
も
、
統
秋
が
天
皇
・
将
軍
の
笙
御
師
範
で
あ
っ
た

こ
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

(

�)

。
平
安
後
期
か
ら
つ
づ
く
笙
の
家

｢

豊
原｣

で
あ
る
が
、
御
師
範
の
役
割
を
得
た
南
北
朝
・
室
町
期
は
、
そ
れ
ま
で
と

は
違
う
注
目
す
べ
き
活
躍
の
時
代
な
の
で
あ
る
。
御
師
範
の
死
去
を
嘆
き
出
さ
れ
た

宸
筆
女
房
奉
書
の
存
在

(

６)

や
、
豊
原
氏
の
始
祖
を
天
武
天
皇
と
い
う
貴
種
に
改
め
た
系

図
の
作
成

(

７)

、
地
下
官
人
な
が
ら
三
位
の
叙
位
を
望
ん
だ
こ
と

(

８)

な
ど
、
具
体
的
事
象
か

ら
も
そ
れ
は
伺
え
る
。

で
は
、
時
を
得
た
南
北
朝
・
室
町
期
の
豊
原
の
各
人
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
雅
楽
の
演
奏
を
伝
え
る

｢

楽
家｣

は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
い
、
そ
の
技
能
は
ど
の
よ
う
に
後
世
に
相
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

體
源
鈔』

巻
十
三
所
収
の

[

豊
原
系
図]

(

系
図
１)

を
み
る
ま
で
も
な
く
、
氏
は

幾
つ
か
の
家
に
枝
分
か
れ
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
き
た

(

９)

。
そ
の
過
程
で
は

｢

家｣

と

し
て
の
盛
衰
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
嫡
流

(

家)

・
庶
流

(

家)

は
ど
の
よ
う
に
補
完
し
つ
つ
、
あ
る
い
は
対
立
し
な
が
ら

｢

笙｣

を
相
承
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
採
り
上
げ
る
豊
原
英
秋

(

一
三
四
七
〜
八
七)

(

系
図
１)

は
、
今
日
も

室
町
期
の
文
化
人
と
し
て
注
目
さ
れ
る
統
秋
の
よ
う
に
高
名
の
人
物
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、『

體
源
鈔』

巻
十
二
上
に
は
そ
の
教
習
過
程
が

｢

英
秋
当
道
相
伝
之
事｣

と
し
て
特
記
さ
れ
、
豊
原
家
の
偉
人
と
し
て
描
か
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は

笙
楽
人
の
理
想
形
と
称
え
ら
れ
、
卓
越
し
た
器
用
の
人
物
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、｢
英
秋
当
道
相
伝
之
事｣

は
楽
人
説
話
と
し
て
理
想
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
子
孫
が
高
く
評
価
し
た
そ
の
意
味
を
考
え
た
い
。

理
想
化
さ
れ
た

｢

英
秋
像｣

を
追
う
と
、
嫡
流
・
嫡
家
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に

行
き
着
く
。
か
つ
て
筆
者
は
、
統
秋
が
天
皇
・
将
軍
の
笙
御
師
範
を
勤
め
た
の
は
我

が
豊
原
の

｢

嫡
家｣
で
あ
る
と

『

體
源
鈔』

中
で
誇
示
す
る
一
方
で
、
統
秋
前
代
の
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天
皇
御
師
範
を
庶
流

(

久
秋
・
縁
秋
・
繁
秋)

(

系
図
１)

が
務
め
た
事
実
に
つ
い

て
、
一
切
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た

(

�)

。
統
秋
の
記
述
意
図
に
、
嫡
・
庶
へ

の
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た
点
を
ふ
ま
え
英
秋
の
出
自
を
み
る
と
、
彼
自
身
は
後
に
第

二
庶
流

(

�)

と
認
識
さ
れ
る
流
れ
に
属
し
た
が(

前
出
の
久
秋
・
縁
秋
・
繁
秋
に
繋
が
る)

、

二
人
の
子
息
量
秋
・
幸
秋

(

系
図
１)

が
相
次
い
で
嫡
家
を
継
承
し
て
い
た
。
こ
の

時
期
の
豊
原
嫡
家
で
は
、
実
子
相
続
に
問
題
が
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、

庶
流
英
秋
に
つ
い
て
記
さ
れ
た

｢

英
秋
当
道
相
伝
之
事｣

が
、
豊
原
嫡
家
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
結
集
と
も
い
う
べ
き

『

體
源
鈔』

に
収
め
ら
れ
た
理
由
を
ど
の
様
に

考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
量
秋
・
幸
秋
の
実
父
記
録
で
あ
る
か
ら
附
加
さ
れ
た
と

納
得
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
家
と
し
て
の
継
承
と
楽
人
と
し
て
の
器
用
の
継
承
も
果
た
さ
ね
ば
な

ら
な
い

｢

楽
家｣

に
視
点
を
置
き
、
英
秋
の
活
動
期
、
彼
は
豊
原
一
族
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
後
世
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

一
、｢

英
秋
当
道
相
伝
之
事｣

に
み
る
豊
原
英
秋
像

事
典

『

雅
楽
観
賞

(

�)』

に
は

｢

豊
原
英
秋｣

が
立
項
さ
れ
、
東
儀
鉄
笛

(

�)
、
平
出
久
雄

(

�)

に
よ
る
楽
人
伝
の
項
目
に
も
英
秋
は
登
場
す
る
。
い
ず
れ
の
記
述
も

『

體
源
鈔』
の

｢

英
秋
当
道
相
伝
之
事｣

(

以
下

｢

英
秋
当
道｣)

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま

ず
は

｢

英
秋
当
道｣

か
ら
読
み
と
れ
る
英
秋
像
を
捉
え
て
み
た
い
。

｢

英
秋
当
道｣

が
収
め
ら
れ
る
巻
十
二
上
に
は
、
伝
授
に
関
わ
る
も
の
や

(｢

蘓
合

香
秘
説
日
記
事｣

な
ど)

、
豊
原
家
の
先
例
記
録

(｢

代
々
大
鼓
所
作
少
々
載
之｣

な

ど)

が
多
く
収
録
さ
れ
る
。『

體
源
鈔』

の
構
成
の
中
で
は
、
楽
曲
関
係
の
巻
と
い

う
よ
り
、
豊
原
の

｢

家｣

に
関
わ
る
資
料
の
巻
と
い
え
る
。
ま
た
、
豊
原
個
々
人
の

説
話
は

『

體
源
鈔』

中
に
散
見
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
短

く
語
ら
れ
る
類
で
あ
る
。｢

英
秋
当
道｣

の
よ
う
に
長
文

(

京
都
大
学
附
属
図
書
館

蔵
菊
亭
家
旧
蔵
本
で
は
七
丁
分
を
割
く)

、
か
つ
個
人
の
成
長
過
程
を
説
話
化
し
た

も
の
は
全
巻
を
通
じ
て
も
他
に
無
い
。
分
量
、
内
容
に
お
い
て
異
彩
を
放
つ
記
事
で

あ
る
。
全
文
を
載
せ
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
叶
わ
な
い
が
、
各
年
で
の
要
点
を
表

１
に
て
一
歳
か
ら
十
五
歳
の
英
秋
事
歴
と
し
て
ま
と
め
た
。

英
秋
は
後
に
第
二
分
家
の
祖
と
捉
え
ら
れ
る
豊
原
成
秋

(

系
図
１)

を
父
と
し
、

貞
和
三
年

(

一
三
四
七)

正
月
九
日
に
誕
生
し
た
。
以
降
、
笙
の
最
秘
曲

｢

荒
序

(

�)｣

を
相
伝
し
て

｢

十
五
才
ニ
テ
道
極
ル｣

と
讃
え
ら
れ
る
に
至
る
ま
で
、
年
ご
と
の
教

習
状
況
と
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
事
柄
は
多
い
が
、
ま
ず
は
豊
原
家

の
慣
習
と
し
て
読
み
と
れ
る
点
を
み
て
ゆ
こ
う
。

『

體
源
鈔』

に
は

｢

八
幡
宮
正
月
神
事｣

、｢

宮
寺
恒
例
神
事
八
幡
宮
次
第
略
記｣

な
ど
、
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
参
仕
に
関
わ
る
記
述
が
収
録
さ
れ
る

(

�)

。
石
清
水
八
幡
宮

が
豊
原
氏
の
大
き
な
活
動
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
英
秋
も
同
宮
に
て

｢

松
若

(

丸)｣

と
い
う
幼
名
を
授
か
っ
て
い
る

(

二
歳)

。
ま
た
、
童
と
し
て
放
生

会
に
加
わ
り

(

十
一
歳)

、
元
服
を
済
ま
せ
る
と
翌
年
の
正
月
に
出
仕
始
を
行
い

(

十
二
歳)

、
以
降
の
神
事
に
参
仕
し
た
と
思
わ
れ
る
。

六
歳
の
記
述
に

｢

七
歳
ニ
テ
当
家
ニ
ハ
笙
始
ヲ
ツ
ケ
タ
ル
間
、
ソ
レ
ヨ
リ
サ
キ
ニ

ハ
笙
吹
事
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
、
竹
名
マ
テ
ウ
タ
ウ
也｣

と
あ
る
。
七
歳
以
前
は
唱
歌
に

よ
る
教
習
で
、
七
歳
か
ら
笙
を
吹
き
始
め
る
こ
と
が
豊
原
家
の
慣
例
で
あ
っ
た
と
判

明
す
る
。
七
歳
時
の
記
述
は
笙
始
か
ら
始
ま
る
が
、
同
日
に
袴
着
の
儀
と
あ
り
、
笙

始
は
通
過
儀
礼
と
連
動
し
て
い
る

(

	)

。
八
歳
で
は
笙
の
他
に
大
鼓
を
も
学
ぶ
こ
と
を
望

む
。
器
用
を
認
め
ら
れ
、
九
歳
で
祖
父
龍
秋

(

系
図
１)

よ
り
秘
曲

｢

蘇
合｣

を
授

け
ら
れ
る
。
十
一
歳
の
年
末
に
元
服
し
、
や
が
て
十
五
歳
で
最
終
段
階
の
秘
曲

｢

荒

序｣

を
龍
秋

(

当
時
、
入
道
し
て
龍
覚)

か
ら
授
け
ら
れ
た
。｢

如
レ
此
十
五
才
ニ

テ
道
極
ル
事
、
故
兼
秋
并
英
秋
也
、
此
両
人
之
外
更
上
古
ニ
モ
無
レ
之
、
況
ヤ
末
代

ニ
ヲ
イ
テ
ヲ
ヤ
、
難
レ
有
事
共
以
二
堪
能
一
無
二
比
類
一
者
也｣

と
い
う
賞
讃
の
語
で

本
文
は
終
わ
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
そ
も
そ
も

｢

英
秋
当
道｣

は
、
英
秋
子
息
の
豊
原
量
秋
が
著
し
た
も
の
で

あ
る
。
文
末
に
は

｢

於
二
末
代
一
守
レ
之
、
幼
少
之
時
如
レ
形
モ
道
ノ
次
第
伝
授
之
年

齢
可
二
存
知
一
可
レ
恐
ル二
後
生
一
ト
侍
者
、
又
若
器
用
者
モ
可
二
出
来
一
、
然
者
涯
分
稽

古
可
レ
教
之
事
也｣

と
、
量
秋
の
記
述
意
図
を
推
測
し
た
統
秋
の
解
釈
が
続
く
。
豊

原
家
の
者
は
形
式
的
に
で
も
幼
少
時
の
伝
授
の
段
階
と
し
て
英
秋
の
例
を
意
識
し
て
、

こ
れ
に
倣
う
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
ま
た
、(

英
秋
の
よ
う
な
例
も
あ
る
の
だ
か
ら)

器
用
の
者
が
出
た
な
ら
ば
、
そ
の
分
に
応
じ
て
伝
授
を
す
る
よ
う
に
と
結
ぶ
。
つ
ま

り
徹
頭
徹
尾
、
群
を
抜
く
英
秋
の
器
用
が
讃
え
ら
れ
、
彼
に
倣
う
こ
と
が
目
標
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
の
豊
原
家
に
お
い
て
、
英
秋
が
理
想
化
さ
れ
、
偉
人
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

楽
家
の
場
合
、
誰
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
が
第
一
に
重
要
と
な
る
が
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
父
成
秋
は
も
と
よ
り
祖
父
龍
秋
か
ら
も
伝
授
を
受
け
た
こ
と

が
分
か
る
。
父
子
間
の
伝
授
は
家
と
し
て
自
然
な
相
承
と
い
え
る
が
、
笙
始(

七
歳)

・

秘
曲

｢

蘇
合｣

(

九
歳)

・
最
秘
曲

｢

荒
序｣

(

十
五
歳)
の
伝
授
は
龍
秋
か
ら
と
分

か
り

(


)

、
英
秋
は
笙
相
承
の
面
で
祖
父
龍
秋
と
の
関
わ
り
が
深
い

(
表
１
ゴ
チ
ッ
ク
部

分)

。
ま
た
、
一
歳
時
の
記
述
に
は

｢

祖
父
龍
秋
ノ
名
ヲ
ハ
付
給
ケ
リ
、
我
名
ヲ
ユ

ツ
リ
テ
付
ル
也
ト
云
々
、
其
後
二
歳
ニ
テ
八
幡
社
参
シ
テ
、
高
良
ノ
松
童
ニ
テ
名
ヲ

付
畢
、
是
モ
タ
カ
ハ
ス
松
若
ト
付
、
ア
リ
カ
タ
キ
不
思
議
事
也｣

と
あ
る
。
ま
ず
龍

秋
の
幼
名
を
譲
ら
れ
、
石
清
水
八
幡
の
高
良
社
松
童
で
付
け
ら
れ
た

｢

松
若

(

丸)｣

の
名
も
龍
秋
の
時
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
袴
着
の
袴
親
、
元
服
の
烏
帽
子

親
も
龍
秋
が
勤
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
笙
の
相
承
・
通
過
儀
礼
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
父
以
上
に
英
秋
と
祖
父
龍
秋
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

足
利
将
軍
家
と
の
関
わ
り
に
も
注
目
し
た
い
。
笙
始

(

七
歳)

は
将
軍
家
か
ら
貸

し
与
え
ら
れ
た
銘
器

｢

達
智
門｣

を
用
い
て
お
り
、
祝
の
御
馬
も
下
賜
さ
れ
た
。
ま

た
父
成
秋
が
足
利
基
氏
の
笙
の
師
範
で
あ
っ
た
縁
と
思
わ
れ
る
が
、
基
氏
か
ら
袴
着

の
祝
と
し
て
直
垂
が
下
さ
れ
た
。
八
歳
で
は
尊
氏
の
御
前
で
演
奏
し
て
御
小
袖
一
重

を
下
賜
さ
れ
、
九
歳
の
秘
曲

｢

蘇
合｣

の
伝
授
に
際
し
て
も
、
将
軍
家
か
ら
御
馬
を
、

基
氏
か
ら
は
基
氏
自
身
が
御
笙
始
に
用
い
た
銘
器

｢

小
笙｣

を
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ

る
。｢

蘇
合｣

の
伝
授
で
は
尊
氏
配
下
の
有
力
武
将
で
あ
る
細
川
相
州
清
氏

(

�)

か
ら
も

祝
い
が
あ
り
、
将
軍
家
近
習
の
面
々

(

�)

か
ら
祝
い
の
訪
問
も
受
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

九
歳
・
十
二
歳
時
に
将
軍
家
天
神
講

(

)

で
の
楽
に
加
わ
っ
た
点
な
ど
記
さ
れ
て
、
英
秋

は
早
く
か
ら
将
軍
家
に
目
を
か
け
ら
れ
、
将
軍
家
の
演
奏
の
場
に
加
わ
っ
て
い
た
事

が
分
か
る
。

英
秋
へ
の
讃
辞
は
、
禁
中
で
の
御
楽
、
天
皇
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
勿
論
記

さ
れ
て
い
る
。
後
光
厳
天
皇
は
山
科
中
将
教
言
を
介
し
て
松
若
丸
と
成
秋
を
禁
中
に

召
し
て
お
り

(

十
一
歳)

、
そ
の
演
奏
に
つ
い
て
は

｢

頗
有
二
御
感
一
面
目
之
至｣

｢

コ
レ
ホ
ト
ノ
面
目
ハ
ア
ラ
シ
ト
人
々
申
ケ
リ｣

と
讃
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
後
光

厳
は
英
秋
の
元
服
時
に
冠
を
下
賜
し
て
お
り

(

十
一
歳)

、
右
兵
衛
尉
拝
賀
の
際

(

十
三
歳)

に
は
、
特
に
奏
楽
を
命
じ
て
も
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
見
た
将

軍
家
と
の
関
わ
り
に
比
す
と
、
英
秋
事
歴
の
讃
辞
と
し
て
一
層
関
わ
り
深
い
の
は
将

軍
家
と
の
関
係
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
英
秋
の
秀
逸
ぶ
り
を
伝
え
る

｢

英
秋
当
道｣

の
記
述
か
ら
は
、

笙
を
祖
父
龍
秋

(

重
要
な
秘
曲
は
特
に)

、
父
成
秋
よ
り
相
承
し
た
点
と
、
そ
の
器

用
を
将
軍
家
と
天
皇
家
双
方
か
ら
賞
せ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
将
軍
家
と
の

関
わ
り
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
降
の
英
秋
の
活
動
と
も
関
わ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
十
五
歳
以
降
の
英
秋
像
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
十
五
歳
以
降
の
豊
原
英
秋
像

前
章
で
み
た
相
伝
過
程
を
記
し
た
説
話
に
よ
れ
ば
、
幼
少
よ
り
秀
才
ぶ
り
を
賞
さ

れ
た
英
秋
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
で
は
当
時
の
古
記
録
に
そ
の
よ
う
な
逸

話
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。『

園
太
暦

(

�)』

、『

後
愚
昧
記

(

�)』

な
ど
に
お
い
て
、
禁
中
御
楽

の
参
仕
交
名
と
し
て
名
が
載
る
程
度
で
あ
る
。
彼
の
活
動
の
軌
跡
を
追
う
に
は

｢

英
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秋
当
道｣

と
同
様
に
、『

體
源
鈔』

所
収
の
記
録
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
表
１
の

英
秋
十
五
歳
以
降
の
事
歴
は
、｢

禁
裏
御
笙
始
代
々
之
御
例｣

｢

将
軍
家
御
笙
沙
汰
記｣

｢

代
々
大
鼓
所
作
少
々
載
之｣

｢

代
々
公
私
荒
序
所
作
事｣

[

豊
原
系
図]

等
の

『

體

源
鈔』

巻
十
一
〜
十
三
所
収
記
事
を
主
な
典
拠
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

英
秋
十
七
歳
で
祖
父
龍
秋
、
十
八
歳
で
父
成
秋
が
相
次
い
で
没
す
る
。
貞
治
三
年

(

一
三
六
四)

の
成
秋
没
後
、
英
秋
は
そ
の
代
と
し
て
関
東
に
下
り
、
足
利
基
氏
の

も
と
で
の
活
動
と
な
っ
た
。
貞
治
六
年

(

一
三
六
七)

に
基
氏
が
没
す
る
と
、
再
び

京
に
戻
り
、
以
降
、
二
十
代
前
半
は
禁
裏
で
の
大
鼓
所
作
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
他
、

応
安
元
年
の
後
光
厳
天
皇
灌
頂
に
際
し
て
の

｢

英
秋
記

(

�)｣

が
残
る
こ
と
、
応
安
七
年

に
物
詣
と
し
て
九
州
に
下
向

(

�)

し
て
い
る
点
が
注
目
で
き
る
。

豊
原
の
笙
相
承
を
担
う
者
と
し
て
そ
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

永
和
元
年

(

一
三
七
五)

の
後
円
融
天
皇
御
笙
始
か
ら
と
い
え
る
。
こ
の
と
き
笙
一

者
で
あ
り
、
天
皇
の
御
師
範
を
勤
め
る
伯
父
豊
原
信
秋
は
中
風
を
患
っ
て
お
り
、

｢

信
秋
手
不
レ
合
レ
期
間
、
為
二
代
官
一
為
二
所
作
一
也

(

�)｣
(
以
下
、
史
料
の
送
り
点
・

返
り
点
・
句
点
・
傍
線
は
筆
者
が
補
っ
た)

と
し
て
英
秋
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
英
秋
の
伯
父
豊
原
信
秋
が
記
し
た
応
安
七
年

(

一
三
七
四)
の
記
録

｢

豊

原
信
秋
記

(

�)｣

は
、
奏
楽
参
仕
の
楽
人
交
名
を
多
く
載
せ
、
豊
原
一
族
の
座
次
を
理
解

し
得
る
好
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
左
を
上
位
と
し
て
表
１
の
豊
原
家
座
次
部

分
で
示
す
の
が
、
本
稿
に
関
わ
る
豊
原
各
人
の
関
係
で
あ
る
。
併
せ
て
生
没
の
状
況

を
記
し
た

(

�)

。

前
年
の
座
次
を
参
考
に
永
和
元
年
の
豊
原
各
家
の
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
嫡
家
信
秋
が
笙
一
者
。
ま
た
、
信
秋
の
跡
を
継
ぐ
は
ず
で
あ
っ
た
二
人
の
実

子
、
師
秋
・
音
秋
が
早
死
し
て
い
た
。
詳
細
を
記
せ
ば
、
延
文
五
年

(

一
三
六
〇)

に
嫡
男
師
秋
が
早
死
の
後
、
信
秋
は
次
男
音
秋
に
未
来
を
託
し
た
と
思
わ
れ
る
の
だ

が

(

�)

、
そ
の
音
秋
が
没
し
た
の
も
永
和
元
年
で
あ
っ
た
。
時
に
英
秋
実
子
量
秋
は
七
歳

(

�)

、

豊
原
家
の
慣
例
と
し
て
笙
始
を
行
う
年
齢
で
あ
る
。
量
秋
が
嫡
家
に
迎
え
ら
れ
た
時

期
は
不
明
だ
が
、
音
秋
早
死
に
遭
い
、
幼
く
し
て
嫡
家
後
継
ぎ
と
目
さ
れ
た
可
能
性

は
高
い
だ
ろ
う

(

	)

。

さ
て
、
信
秋
に
次
ぐ
座
次
に
は
第
一
分
家
の
惟
秋
・
国
秋

(

系
図
１)

と
続
き
、

そ
し
て
英
秋
と
な
る
。
早
く
か
ら
別
れ
た
第
一
分
家
の
者
は
嫡
流
か
ら

｢

他
流

(


)｣

と

呼
ば
れ
、
奏
楽
の
場
に
共
に
参
仕
す
る
一
方
で
、
秘
曲

｢

荒
序｣

の
所
作
を
め
ぐ
っ

て
嫡
家
と
対
立
す
る
関
係
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
信
秋
と
英
秋
は
伯
父
甥
の
関

係
で
あ
る
。
英
秋
が
信
秋
の
代
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
族
座
次
の
面
か

ら
も
矛
盾
は
な
い
。

信
秋
の
中
風
煩
い
は
快
方
に
向
か
う
こ
と
な
く
、
康
暦
元
年

(

一
三
七
九)

の
足

利
義
満
の
笙
始
で
も

｢

信
秋
依
二
病
気
一
以
二
代
官
英
秋
義

(

儀)

一
吹
レ
之

(

�)｣

と
あ
る
。
ま

た
、
永
徳
二
年(

一
三
八
二)

の
後
小
松
天
皇
へ
の｢

蘇
合｣

御
伝
授
も
同
様
で
あ
っ

た

(

�)

。
中
風
、
す
な
わ
ち
手
の
自
由
が
効
か
な
い
以
上
、
満
足
な
演
奏
は
無
理
で
あ
る
。

信
秋
か
ら
英
秋
へ
と
、
奏
楽
の
場
に
お
け
る
世
代
交
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
康
暦
元

年
、
永
徳
元
年

(

一
三
八
一)

に
英
秋
が
秘
曲

｢

荒
序｣

所
作

(

表
１
―
豊
原
家
座

次
・
英
秋
欄)

の
機
会
を
得
た
こ
と
か
ら
も
歴
然
で
あ
る
。

信
秋
の
役
割
を
英
秋
が
実
質
的
に
担
う
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
足
利

義
満
が
笙
を
権
威
の
象
徴
と
し
て
積
極
的
に
用
い
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
点

は
坂
本
麻
実
子
の
先
行
研
究

(

)

に
詳
し
い
。
義
満
は
禁
裏
・
将
軍
邸
な
ど
に
度
々
奏
楽

の
場
を
設
け
て
笙
を
吹
き
、
ま
た
、
笙
の
兄
弟
子
で
あ
っ
た
後
円
融
天
皇
を
驚
異
的

な
速
さ
で
追
い
抜
き
、
や
が
て
は
義
満
自
身
が
後
小
松
天
皇
に
笙
を
伝
授
す
る
に
至

る
の
で
あ
る
。
笙
の
相
承
に
お
い
て
、
天
皇
家
の
上
位
に
た
っ
た
訳
で
、
そ
の
た
め

に
英
秋
が
将
軍
家
の
笙
を
支
え
る
人
物
と
し
て
重
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

坂
本
も
言
及
の
と
お
り
、｢

荒
序｣

所
作
に
お
い
て
、
英
秋
が
将
軍
家
の

｢

達
智
門｣

を
用
い
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
義
満
に
よ
る
重
用
の
傍
証
と
い
え
る
。
ま
た
、
義

満
は
永
徳
元
年
に
任
大
臣
大
饗
を
約
五
十
年
ぶ
り
に
営
ん
だ
が

(

�)

、
そ
の
際
地
下
召
人

と
し
て
延

(

信)

秋
・
英
秋
以
下
の
楽
人
達
を
加
え
て
い
る

(

�)

。
特
に
英
秋
に
関
し
て
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は
『

荒
暦』

に

｢

且
英
秋
着
座
可
レ
為
二
将
軍
本
意
一
歟
云
々

(

�)｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、

義
満
の
意
に
よ
る
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

義
満
と
英
秋
の
関
係
は
、
笙
の
演
奏
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
す
史
料
も
示
し

て
お
き
た
い
。
義
満
は
北
野
天
満
宮
に
祈
願
し
て
子
息
義
持
を
授
か
る
と
、
至
徳
三

(

一
三
八
六)

年
二
月
、
こ
れ
に
謝
す
る
た
め
に
同
社
の
御
輿
造
替
と
回
廊
の
修
繕

を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
英
秋
が

｢

具
足
奉
行｣

に
任
じ
ら
れ
、
造
営
に
関
わ
る
料
足

の
管
理
を
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る

(

�)

。
北
野
社
の
奏
楽
に
携
わ
っ
て
い

た
豊
原
氏
だ
が

(

�)

、｢

具
足
奉
行｣
は
楽
人
と
し
て
の
役
目
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
英
秋
が
任
じ
ら
れ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
や
は
り
義
満
に
よ
る
英
秋
重
用

を
物
語
る
傍
証
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
名
目
上
の
存
在
と
し
て
嫡
家
信
秋
の
存
在
は
上
位
に
あ
る
が
、
永

和
以
降
、
天
皇
や
将
軍
の
実
質
的
な
笙
御
師
範
と
し
て
奏
楽
の
場
で
活
躍
し
た
の
は

英
秋
で
あ
る
こ
と
が

『

體
源
鈔』

の
諸
資
料
か
ら
分
か
る
。
ま
た
、
豊
原
の
手
に
よ

ら
な
い
記
録
類
か
ら
も
義
満
の
英
秋
重
用
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
英
秋
が
豊

原
家
嫡
流
を
牽
引
す
る
重
要
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

三
、
中
継
ぎ
と
し
て
の
豊
原
英
秋

『

體
源
鈔』

よ
り
浮
か
ぶ
英
秋
像
を
、
嫡
家
と
の
関
わ
り
の
な
か
か
ら
再
度
振
り

返
っ
て
み
た
い
。

｢

龍
秋
―
信
秋
―
信
秋
実
子｣

と
継
承
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
豊
原
嫡
家
で
あ
る

が
、
信
秋
実
子
の
相
次
ぐ
早
死
に
よ
り
、
継
承
問
題
に
直
面
し
た
の
が
永
和
元
年

(

一
三
七
五)

で
あ
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
信
秋
自
身
も
演
奏
不
自
由
と
い
う
健

康
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
天
皇
・
将
軍
の
御
師

範
代
と
し
て
実
質
的
な
活
動
を
担
っ
た
の
が
信
秋
甥
の
英
秋
で
あ
っ
た
。
嫡
家
に
迎

え
ら
れ
た
英
秋
息
の
量
秋
だ
が
、
信
秋
の
健
康
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、『

體
源
鈔』

巻

十
三
所
収
の

｢

相
承
系
図｣

(

系
図
２)

に
あ
る

｢

龍
秋
―
信
秋
―
量
秋｣

と
い
う

量
秋
へ
の
伝
授
も
、
実
質
的
に
英
秋
が
代
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の

点
は

｢

相
承
系
図｣

の
吊
り
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、｢

信
秋

(

代
英

秋)

―
量
秋｣

と
、
実
父
英
秋
の
存
在
が
無
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
、
英
秋
の
教
習
過
程
で
あ
る
。
英
秋
の
相
承
は

｢

成
秋
―
英
秋｣

(

系
図
２)

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
量
秋
が
記

し
た

｢

英
秋
当
道｣

で
は

｢

龍
秋
―
英
秋｣

と
、
嫡
家
の
祖
父
龍
秋
か
ら
英
秋
へ
と

い
う
相
承
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
記
主
量
秋
の
立
場
に
た
っ
て
こ
の
記
録
を

み
れ
ば
、
実
体
験
と
し
て
あ
る

｢

英
秋
―
量
秋｣

と
い
う
相
承
が
、｢

龍
秋
―
英
秋
―

量
秋｣

と
、
や
は
り
嫡
家
の
龍
秋
に
繋
が
る
こ
と
を
保
証
す
る
存
在
に
成
り
得
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
の
後
至
徳
三
年

(

一
三
八
六)

に
信
秋
が
六
十
九
歳
で
、
翌
四
年

(

一

三
八
七)

に
は
英
秋
が
四
十
一
歳
で
没
し
、
量
秋
は
若
く
し
て
後
ろ
盾
を
失
っ
た
。

秘
曲

｢

荒
序｣

は
十
七
歳
で
相
伝

(

�)

と

『

體
源
鈔』

に
あ
る
が
、
後
に
こ
れ
を
足
利
義

満
よ
り
授
け
ら
れ
た

(

系
図
２)

。

御
奥
書

(

朱)

羅
陵
王
荒
序

右
大
曲
者
豊
原
嫡
々
相
承
之
深
奥
也
、
而
故
信
秋
不
レ
残
二
説
々
一
口
伝
悉
所
二

伝
授
一
也
、
時
又
任
二
申
置
之
旨
一
秘
説
等
返
レ
授
二
量
秋
一
者
也
、
且
為
二
公
私

之
佳
例
一
、
且
叶
二
時
元
之
芳
躅
一
歟
、
縦
雖
二
年
老
上
首
之
輩
一
所
作
事
対
二

量
秋
之
子
孫
一
不
レ
可
レ
有
二
異
論
一
者
也
、

明
徳
三
年
八
月
廿
一
日

従
一
位

御
判

将
軍
家
進
上
信
秋
奥
書

右
曲
者
嫡
々
相
承
之
深
秘
也
、
然
間
御
伝
授
聊
雖
レ

為
二

早
速
一

、
云
二

御
数

寄
一
云
二
御
堪
能
一
更
無
二
比
類
一
之
上
、
信
秋
所
労
危
急
之
間
不
レ
残
二
説
々
一
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口
伝
所
レ
奉
レ
授
二
内
大
臣
家
一
也
、
於
二
御
練
習
一
者
申
二
置
英
秋
一
訖
、
将
又

孫
子
量
秋
年
少
之
間
未
レ
授
二
当
曲
一
、
且
為
二
公
私
之
佳
例
一
之
上
者
、
被
レ

返
二
下
御
説
一
可
レ
備
二
当
道
之
眉
目
一
者
也
、

永
徳
元
年
八
月
廿
七
日

従
四
位
下
行
雅
楽
頭
豊
原
朝
臣
信
秋

判

(｢

代
々
公
私
荒
序
所
作
事｣

『

體
源
鈔』

巻
十
三)

明
徳
三
年
の
義
満
よ
り
量
秋
へ
の
明
徳
の

｢

荒
序｣

返
伝
授
奥
書
に
は
、
本
稿
の

冒
頭
で
掲
げ
た
後
三
年
の
役
の
伝
授
説
話
を
ふ
ま
え
、
か
ね
て
信
秋
が
義
満
に
伝
え

て
い
た

｢

豊
原
嫡
々
相
承
之
深
奥｣
を
量
秋
に
授
け
返
す
旨
が
記
さ
れ
る
。｢

任
申

置
之
旨｣

と
は
信
秋
が
永
徳
時
の
奥
書
傍
線
部
で
記
し
た
内
容
で
あ
る
。
併
せ
て
そ

の
所
作
権
に
関
し
て
も
、
た
と
え
年
老
や
上
首
で
あ
っ
て
も
、｢

量
秋
之
子
孫｣

＝

豊
原
嫡
々
に
対
し
て
、
異
論
を
唱
え
て
は
な
ら
な
い
と
、
義
満
が
嫡
家
の
権
利
と
し

て
保
証
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
の
権
力
者
を
相
承
の
系
図
中
に
戴
く
こ
と
は
、
権
威
付
と
し
て

も
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
永
徳
の
奥
書
に

｢

所
労
危
急
之
間｣
と
記
し
た
よ
う
に
、

自
身
の
健
康
状
況
が
悪
化
す
る
な
か
で
、
義
満
か
ら
の
返
伝
授
の
約
束
を
取
り
付
け

た
こ
と
は
、
ま
だ
年
若
い
量
秋
の
今
後
を
安
泰
と
す
る
た
め
に
、
信
秋
が
採
り
得
た

最
良
の
策
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
に
永
和
元
年
の
常
楽
会
に
お
い
て
、｢

嫡
々
相
承

之
深
秘｣

で
あ
る
は
ず
の

｢

荒
序｣

所
作
は
、
第
一
分
家
の
惟
秋
が
行
な
っ
て
い
た

(

表
１
―
豊
原
家
座
次
・
惟
秋
欄)

。
ま
さ
に
嫡
家
の
庇
護
を
義
満
に
求
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
情
況
を
経
験
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
策
を
可
能
に
し
た
の

が
英
秋
で
あ
る
。
永
徳
の
奥
書
に

｢

於
御
練
習
者
申
置
英
秋
訖｣

と
あ
る
よ
う
に
、

実
質
的
に
義
満
へ
の
相
伝
を
可
能
と
し
た
の
は
英
秋
の
存
在
で
あ
り
、｢

信
秋

(

英

秋)

―
義
満
―
量
秋｣

と
、
こ
こ
で
も
英
秋
の
役
割
り
が
嫡
流
継
承
の
た
め
に
不
可

欠
で
あ
っ
た
。

信
秋
か
ら
量
秋
へ
の
相
承
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
た
が
、
豊
原
嫡
家
は
大
き

な
危
機
を
す
で
に
南
北
朝
初
期
、
豊
原
兼
秋

(

系
図
１)

の
時
に
経
験
し
て
い
た
。

こ
の
点
は
荻
美
津
夫
の
先
行
研
究

(

�)

が
詳
し
い
。
要
点
を
記
せ
ば
、
後
醍
醐
天
皇
に
従
っ

た
嫡
家
の
豊
原
兼
秋
と
そ
の
子
息
は
北
朝
政
権
下
に
あ
っ
て
勢
力
を
失
い
、
南
朝
方

に
与
し
な
か
っ
た
龍
秋
を
し
て
嫡
家
を
継
承
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
兼
秋
と
は
、

｢

英
秋
当
道｣

に

｢

十
五
才
ニ
テ
道
極
ル
事
、
故
兼
秋
并
英
秋
也｣

と
記
さ
れ
た
そ

の
人
物
で
あ
る
。

英
秋
は
天
皇
・
将
軍
の
御
師
範
代
を
勤
め
、
ま
た
、
秘
曲

｢

荒
序｣

所
作
の
機
会

を
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
確
か
に
器
用
の
者
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
が

さ
ら
に
重
要
と
考
え
る
の
は
、
英
秋
の
逸
材
ぶ
り
を
強
調
す
る
過
程
で
、｢

兼
秋｣

｢

龍
秋｣

と
い
う
嫡
家
の
二
人
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
英
秋
は
龍
秋
か
ら
伝
授

を
受
け
十
五
歳
で
笙
の
道
を
極
め
た
が
、
そ
の
よ
う
な
例
は
兼
秋
と
英
秋
の
た
だ
二

人
で
あ
る
と

｢

英
秋
当
道｣

は
結
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
総
括
す
る
こ
と
で
、

英
秋
に
つ
い
て
、
直
接
の
技
能
は
祖
父
龍
秋
か
ら
受
け
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
器
用
は

さ
ら
に
遡
る
本
流
兼
秋
に
相
当
す
る
と
述
べ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

荻
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
兼
秋
は
豊
原
嫡
家
の
系
図
上
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で

あ
る
。
ま
た
、『

體
源
鈔』

で
伝
来
家
譜
の
筆
頭
に
兼
秋
の
譜

(

�)

が
挙
が
る
よ
う
に
、

室
町
期
豊
原
嫡
家
が
譜
本
の
拠
り
所
と
し
て
遡
り
得
る
直
接
の
祖
は
兼
秋
と
い
え
る
。

そ
の
兼
秋
か
ら
嫡
家
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
り
、
後
光
厳
天
皇
の
御
師
範
と
し
て
豊

原
家
の
新
た
な

｢

役
割｣

を
開
い
た
龍
秋
。
豊
原
嫡
家
の
中
興
の
祖
と
も
い
う
べ
き

こ
の
両
名
と
英
秋
が
結
び
付
け
ら
れ
、
説
話
化
さ
れ
て
い
る
意
味
は
大
き
い
。
先
に

筆
者
は

｢

英
秋
当
道｣

の
機
能
と
し
て
、
嫡
家

(

龍
秋
―
信
秋)

の
系
譜
に
量
秋
自

身
が
位
置
づ
く
こ
と
を
保
証
す
る
、
精
神
的
支
え
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
英
秋
の
偉
人
説
話
の
役
割
は
そ
こ
に
止
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
英
秋
を
通
じ
て
、

室
町
期
豊
原
家
が
実
質
的
な
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
兼
秋
ま
で
、
そ
の
系
譜
を
繋
ぐ
側

面
も
有
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

量
秋
は
幼
く
し
て
信
秋
の
跡
継
ぎ
と
目
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
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ま
た
、
前
出
の
永
徳
元
年

｢

将
軍
家
進
上
信
秋
奥
書｣

に
お
い
て
も
、
信
秋
は

｢

豊

原
嫡
々｣
を
受
け
継
ぐ
べ
き
人
物
と
し
て
量
秋
を
指
名
し
、
英
秋
は
あ
く
ま
で

｢

代｣

と
し
て
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
英
秋
後
半
生
に
お
け
る
豊
原
家
の
情
況
は
、
信
秋
は
病

で
量
秋
は
幼
い
。
加
え
て
、
す
ぐ
後
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
第
一
分
家
の
攻
勢

が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
嫡
家
の
権
利
、
そ
の
継
承
が
危
う
い
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
英
秋
に
し
て
み
れ
ば
、
時
の
権
力
者
義
満
の
重
用
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、

第
一
分
家
に
主
導
権
を
奪
わ
れ
な
い
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
病
の
叔
父
を
助
け
、
実

子
の
量
秋
を
補
佐
す
る
役
割
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

量
秋
は
英
秋
実
子
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
嫡
家
に
迎
え
ら
れ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
幼
い
量
秋
で
は
な
く
、
実
質
的
な
役
割
を
任
せ
た
英
秋
を
後
継
と
す
る
道

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
秋
は
な
ぜ
不
自
由
の
身
な
が
ら
そ
の
地
位
に
留
ま
っ

て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
明
確
な
回
答
を
導
く
こ
と
は
難
し
い
が
、
英
秋
が
も
う
少

し
長
命
で
あ
っ
た
な
ら
、
あ
る
い
は
信
秋
が
も
う
少
し
早
く
没
し
た
な
ら
ば
、｢

信

秋
―
英
秋
―
量
秋｣

と
嫡
家
の
系
譜
に
入
っ
た
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
応
永
五
年

(

一
三
九
八)

の
常
楽
会
に
お
け
る

｢

荒
序｣

所
作
を
め
ぐ
り
、

量
秋
と
第
一
分
家
の
国
秋
が
争
っ
た
経
緯
の
な
か
に
、
英
秋
が
嫡
家
と
同
等
に
扱
わ

れ
た
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

今
度
常
楽
会
将
軍
家
為
二
御
見
物
一
被
レ
執
二

行
之
一
、
荒
序
所
作
人
自
二
室
町

殿
一
御
点
也
、
国
秋
訴
訟
申
云
、
当
寺
大
曲
所
作
当
流
之
外
他
人
所
作
無
レ
之
、

今
度
可
レ
奏
之
由
申
云
々
、
太
以
無
レ
謂
、
則
去
正
和
五
年
常
楽
会
兼
秋
令
二

所
作
一
了
、
其
後
又
去
観
応
元
年
常
楽
会
荒
序
有
レ
之
、
于
レ
時
寺
務
大
乗
院

殿
龍
秋
信
秋
親
子
共
既
所
作
了
、
惟
秋
未
レ
被
二
所
作
一
之
由
歎
申
可
レ
免
歟
之

由
被
二
仰
下
一
間
、
親
子
共
既
所
作
之
上
者
無
二
所
存
一
由
申
間
御
感
被
レ
下
二

御
教
書
一
、
彼
御
教
書
有
二
此
家
一
、
仍
惟
秋
初
令
二
所
作
一
、
又
去
永
和
元
年

常
楽
会
荒
序
有
レ

之
、
惟
秋
衆
徒
ヲ
相
語
一
献
ノ
致
二

沙
汰
一

、
不
レ

及
二

是

非
一

沙
汰
無
理
所
望
之
間
、
不
レ

及
二

是
非
一

、
此
段
申
上
之
間
、
尤
有
二

其

謂
一
、
仍
量
秋
被
二
仰
下
一
条
眉
目
至
也
、
兼
秋
以
後
当
流
龍
秋
信
秋
英
秋
三

代
常
楽
会
荒
序
無
二
所
作
一
、
今
度
令
二
御
所
作
一
条
尤
以
珍
重
事
也
、
室
町
殿

御
意
之
至
面
目
之
至
無
レ
極
者
也
、

(｢

代
々
公
私
荒
序
所
作
事｣)

こ
こ
で
は
興
福
寺
の
常
楽
会
に
お
け
る

｢

荒
序｣

所
作
の
権
利
を
、
量
秋
の
当
流

(

嫡
流)

と
第
一
分
家
国
秋
の
当
流
が
争
っ
て
き
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
国
秋

(

系
図
１)

の

｢

当
流｣

か
ら
み
れ
ば
、
豊
原
嫡
家
は

｢

当
流
之
外
他
人｣

で
あ
り
、

常
楽
会
で
の
大
曲
＝｢

荒
序｣

所
作
は

｢

当
流
之
外
他
人
所
作
無
レ
之｣

と
、
第
一

分
家
の
側
に
権
利
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
こ
れ
対
し
て
嫡
家
側
も
正
和
五
年

(

一

三
一
六)

兼
秋
所
作
の
例
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
第
一
分
家
の
惟
秋
所
作
の
二
例
に
つ

い
て
も
、
観
応
元
年

(

一
三
五
〇)

は
そ
の
機
会
を
未
だ
得
ず
と
い
う
嘆
願
に
よ
っ

た
こ
と
、
永
和
元
年
は
無
理
の
所
望
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
反
論
し
た
。
義

満
に
よ
っ
て
、
こ
の
度
応
永
五
年
の
所
作
は
嫡
家
量
秋
と
決
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は

｢

兼
秋
以
後
当
流
龍
秋
信
秋
英
秋
三
代｣

に
は
無
か
っ
た
こ
と
で
珍
重
で
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
量
秋
は
、
自
ら
に
繋
が
る
当
流
を

｢

龍
秋
―
信
秋
―
英
秋｣

と
捉

え
、
英
秋
を
嫡
家
の
二
人
と
同
列
に
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
傍
証
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
信
秋
・
幸
秋
・
重
秋
・
統
秋
な
ど
、

嫡
家
が
任
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
筑
後
守

(

�)

に
、
英
秋
も
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る

(
�)
。
さ
ら
に
、
豊
原
統
秋
は

｢

英
秋
日
記｣

を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

(

�)

、

『

體
源
鈔』
巻
十
一
上
の

｢

代
々
中
殿
作
文
御
遊
伶
人
歌
楽
等
事｣

注
記
に
も
、｢

高

祖
英
秋
自
筆
記
之
写
、
入
レ
之｣

と
あ
る
。
統
秋
は
英
秋
を

｢

高
祖｣

と
捉
え
、
英

秋
自
筆
の
記
録
類
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
家
の
継
承
と
家
記
の
伝
来
が
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
点

(

�)
か
ら
考
え
て
も
、
自
筆
日
記
が
第
二
分
家
で
は
な
く
、
統
秋
の
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元
に
あ
る
点
は
大
き
い
だ
ろ
う
。『

體
源
鈔』

に
英
秋
の
事
跡
を
記
し
て
称
え
た
と

い
う
事
実
こ
そ
、
英
秋
を
嫡
流
の
構
成
員
と
捉
え
た
証
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
庶
流
の
自
立
と
嫡
家
―
豊
原
英
秋
以
降
の
嫡
家
と
第
二
分
家
―

『

體
源
鈔』

の
中
か
ら
、
英
秋
が
嫡
流
と
見
な
さ
れ
た
可
能
を
指
摘
し
た
わ
け
だ

が
、[

豊
原
系
図]

・｢
相
承
系
図｣

(

系
図
１
・
２)

に
お
い
て
、
英
秋
は
明
ら
か
に

嫡
家
の
吊
り
の
中
に
入
っ
て
こ
な
い
。『

體
源
鈔』

本
文
で
は
、
嫡
流
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
し
て
扱
う
の
に
、
こ
の
矛
盾
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ

う
か
。

そ
の
答
え
は
英
秋
以
降
の
第
二
分
家
の
活
躍
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

前
稿

(

�)

で
筆
者
が
考
察
し
た
な
か
か
ら
、
英
秋
以
降
の
嫡
家
と
庶
家
の
間
に
あ
っ
た
相

論
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

(

○
は
利
を
得
た
方
で
あ
る)

。

永
享
七

(

一
四
三
五)

重
秋

(

嫡)

対

○
久
秋

(

第
二)

【
後
花
園
天
皇
御
師
範】

永
享
七

(

一
四
三
五)

重
秋

(

嫡)

対

○
久
秋

(
第
二)

【｢

荒
序｣
所
作】

永
享
十

(

一
四
三
八)

重
秋

(

嫡)

・

久
秋

(

第
二)

対

○
家
秋

(

第
一)

【

足
利
義
教
勘
気】

文
明
十
三

(

一
四
八
一)

○
統
秋

(

嫡)

対

縁
秋

(

第
二)

【

足
利
義
尚
御
師
範】

久
秋
・
縁
秋

(

系
図
１)

は
英
秋
の
弟
定
秋
の
息
で
、
相
承
は
嫡
家
を
継
い
だ
幸

秋

(

実
は
英
秋
息)

か
ら
受
け
て
い
る
。
永
享
十
年
の
例
の
よ
う
に
、
嫡
家
・
第
二

分
家
対
第
一
分
家
と
い
う
構
図
も
み
ら
れ
る
が
、
嫡
家
と
御
師
範
や
所
作
の
権
利
を

争
う
人
物
と
し
て
第
二
分
家
の
人
物
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
分
家
の
成
立
の

契
機
や
基
盤
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
が
、
統
秋
の
父
重
秋
は
縁
秋
・
繁
秋
に
御
師

範
の
座
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
嫡
家
と
し
て
の
面
目
を
奪
わ
れ
た
形
で
あ
る
こ
と
は
前

稿
で
み
た
。
重
秋
・
統
秋
父
子
に
と
っ
て
成
秋
子
孫
の
第
二
分
家
は
、
第
一
分
家
以

上
に
嫡
家
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

嫡
家
相
続
の
危
機
に
際
し
て
、
補
完
し
う
る
存
在
と
し
て
兄
弟
、
甥
の
存
在
は
大

き
い
。
し
か
し
、
嫡
家
を
も
り
立
て
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
一
方
で
、
補

完
し
う
る
資
格
を
有
す
れ
ば
、
同
時
に
権
利
を
争
う
間
柄
に
も
成
り
得
る
。
室
町
後

期
の
第
二
分
家
が
、
ま
さ
に
対
抗
勢
力
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

『

體
源
鈔』

に
み
え
る
英
秋
へ
の
二
面
的
な
位
置
づ
け

(

豊
原
家
の
偉
人
と
し
て

説
話
化
す
る
一
方
、
あ
く
ま
で
信
秋

｢

代｣

と
い
う
存
在
で
あ
り
、
系
図
類
で
は
嫡

家
と
区
別
す
る)

は
、
南
北
朝
期
と
室
町
後
期
の
各
時
期
に
お
け
る
豊
原
嫡
家
の
情

況
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『

體
源
鈔』

の
英
秋
説
話
は
、
量
秋
・

幸
秋
の
実
父
と
し
て
入
り
込
ん
だ
と
い
う
以
上
に
、
兄
弟
・
伯
父
甥
が
一
致
協
力
し

て
嫡
家
を
盛
り
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
状
況
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
庶
流
な
が

ら
注
目
さ
れ
た
人
物
に
は
、
英
秋
の
父
成
秋
も
い
る

(

�)

。
彼
ら
は
ち
ょ
う
ど
南
北
朝
初

め
の
嫡
家
継
承
の
危
機
、
兼
秋
か
ら
龍
秋
へ
の
転
換
期
と
、
豊
原
家
が
将
軍
・
天
皇

の
御
師
範
と
し
て
活
躍
し
は
じ
め
た
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
だ
が
、
や
が
て
嫡
家
と

し
て
の
体
制
を
整
え
て
し
ま
え
ば
、
ま
た
、
整
え
る
た
め
に
も
そ
の
相
承
系
譜
は
所

謂
一
子
相
伝
で
繋
が
っ
た
方
が
良
い
の
だ
ろ
う
。
勢
力
を
持
ち
す
ぎ
た
分
家
は
や
が

て
邪
魔
な
存
在
に
な
り
、
英
秋
は
そ
う
し
た
過
程
で
嫡
家
の
系
図
類
か
ら
遠
ざ
け
ら

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(

�)

。

本
稿
で
検
討
し
た

『

體
源
鈔』

や

｢

相
承
系
図｣

な
ど
の
編
纂
物
は
、
重
層
的
に

そ
の
時
々
の
解
釈
が
紛
れ
込
む
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
英
秋
と
い
う
人
物
の
評
価
を

通
じ
て
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
豊
原
嫡
家
の
揺
ら
ぎ
と
回
復
の
一
端
が
浮
か
ん
で
く

る
の
で
あ
る
。
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付
論

『

瑞
鳳
集』

の
奥
書
を
め
ぐ
っ
て

豊
原
英
秋
が
山
科
中
将
の
た
め
に
書
い
た
笙
譜
に

『

瑞
鳳
集』

(

京
都
大
学
附
属

図
書
館
蔵)
が
あ
る
。
元
禄
九
年

(

一
六
九
八)

の
転
写
に
な
る
も
の
だ
が
、
本
奥

書
に
応
安
三
年

(
一
三
七
〇)

三
月
八
日
の
日
付
を
有
す
る
。
近
年
、
近
藤
静
乃
が

こ
の
譜
に
注
目
し
、
音
楽
学
の
立
場
か
ら
の
見
解
を
報
告
し
て
い
る

(

�)

。
す
な
わ
ち
、

南
北
朝
期
の
豊
原
家
笙
譜
を
分
析
す
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
以
降
の
豊
原
家

嫡
流
の
譜
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と
導
く
。
相
承
の
根
本
を
成
す
譜
本
の
分

析
か
ら
、
英
秋
が
嫡
家
の
継
承
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
も

の
で
、
本
稿
で
筆
者
が
導
い
た
主
旨
と
着
地
点
が
重
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
書

に
記
さ
れ
た
山
科
中
将
・
豊
原
英
秋
・
応
安
三
年
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
筆
者

は
こ
の
笙
譜
の
成
立
年
代
に
関
し
て
、
現
段
階
で
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

音
楽
学
的
分
析
は
筆
者
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
奥
書
を
手
が
か
り
に
疑

問
点
を
述
べ
、
先
学
諸
賢
の
教
え
を
乞
い
た
い
。

『

瑞
鳳
集』

(

六
巻
六
冊)

の
書
誌
は
近
藤
の
先
行
研
究
が
詳
し
く
、
本
稿
で
は
問

題
と
な
る
奥
書
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
奥
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。(

以
下
、

史
料
の
送
り
点
・
返
り
点
・
句
点
、
傍
線
は
筆
者
が
補
っ
た)

【
壱
越
調
巻
本
奥
書
】

右
譜
所
レ
書
ニ

進
山
科
中
将
殿
一
也
、
只
拍
子
・
楽
拍
子
・
管
絃
立
等
当
流
常

用
大
略
注
載
レ
之
、
更
不
レ
可
レ
有
二
外
見
一
、
御
子
息
并
御
門
弟
之
内
、
有
二

御
器
用
一
者
御
相
続
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
、
不
レ
然
者
可
レ
返
二
下
当
家
者
也
、

右
譜
所
レ
書
二
進
山
科
中
将
殿
一
也
、

応
安
三
年
三
月
八
日

左
近
衛
将
監
豊
原
英
秋
判

【
壱
越
調
巻
以
外
の
本
奥
書
】

右
譜
所
レ
書
二
進
山
科
中
将
殿
一
也
、

応
安
三
年
三
月
八
日

左
近
衛
将
監
豊
原
英
秋
判

最
大
の
疑
問
点
は
、｢

山
科
中
将｣

と
は
誰
か
と
い
う
点
で
あ
る
。『

公
�
補
任』

や
応
安
三
年
の
古
記
録
か
ら
は
こ
の
年
に
山
科
中
将
を
称
す
る
人
物
を
確
認
で
き
な

い
が
、
近
藤
は
こ
れ
を
山
科
教
言
と
比
定
す
る
。
し
か
し
、
教
言
は
貞
治
元
年

(

一

三
六
二)

に
右
衛
門
督

(

翌
年
に
辞
す)

で
あ
り
、
応
安
三
年
時
に
は

｢

前
右
衛
門

督｣

と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る

(

�)

。
一
章
の
英
秋
十
一
歳
例
で
み
た
よ
う
に
、
教
言
が

山
科
中
将
を
称
し
た
頃
の
英
秋
は
、
元
服
前
後
の
年
齢
で
あ
る
。
奏
楽
の
場
を
共
に

す
る
教
言
と
英
秋
の
間
柄
に
あ
っ
て
、｢

前
右
衛
門
督｣

で
は
な
く
、
あ
え
て
下
位

の

｢

山
科
中
将｣

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
筆
者
は
見
い
だ
せ
な
い
。

山
科
家
は
近
衛
少
中
将
を
経
て
中
大
納
言
に
至
る
羽
林
家
の
家
格
で
あ
る
か
ら
、

中
将
を
称
す
る
時
期
を
経
る
人
物
は
相
当
数
に
な
る
。
ま
た
、
笙
の
相
承
系
譜
に
も

山
科
家
の
人
物
が
多
く
載
り
、
教
言
を
例
に
と
れ
ば
、
龍
秋
か
ら
の
伝
授
時
は
中
将
、

龍
秋
息
の
信
秋
か
ら
で
は
民
部
�
と
、
昇
進
の
過
程
が
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い

る

(

系
図
２)

。
教
言
以
外
の
可
能
性
を
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
子
息
教
藤

が
右
中
将
に
叙
さ
れ
る
が
応
安
七
年

(

�)

で
あ
る
等
、
や
は
り
応
安
三
年
の
山
科
中
将
に

比
定
し
う
る
人
物
は
浮
か
ば
な
い
。｢

山
科
中
将｣

に
関
し
て
は
、
手
詰
ま
り
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

で
は
、
英
秋
に
つ
い
て
視
点
を
変
え
て
み
て
み
た
い
。
左
近
衛
将
監
に
叙
さ
れ
た

年
は
確
認
で
き
な
い
が
、
応
安
七
年
時
に
六
位
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

(

	)

。
応
安

時
｢

左
近
衛
将
監
豊
原
英
秋｣

と
い
う
点
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
奥
付
の

｢

三
月
八
日｣

と
い
う
日
付
に
注
目
す
れ
ば
、
同
年
三
月
四
日
に
御
遊
、
同
月
二
十

四
日
に
禁
中
舞
御
覧
が
催
さ
れ
て
い
る

(


)

。
こ
の
譜
が
こ
う
し
た
楽
会
に
関
わ
っ
て
書

か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
手
が
か
り
を
個
別
に
み
て
も
、
山
科

中
将
と
豊
原
英
秋
・
応
安
三
年
と
い
う
組
み
合
わ
せ
を
満
た
す
説
明
は
得
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
時
代
は
応
永
年
間
に
下
る
が
、『

教
言
�
記

(

�)』

の
記
述
か
ら
教
言
が
英
秋
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笙
譜
を
所
持
し
て
い
た
点
は
確
実
で
あ
る
。

応
永
十
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条

一
、
譜
、
氏
秋
平
調
・
双
調
・
黄
調
・
大
調
書
レ
之
、
幸
秋
ハ
盤
渉
調
・
壱
越

調
書
レ
之
、
両
輩
神
妙
書
二

出
之
一
、
追
可
二
謝
仰
一
、
故

(

Ａ)

英
秋
自
筆
秘
蔵
本
ニ

テ
沙
二
汰
之
一
、
可
二
秘
蔵
一
也
、

応
永
十
四
年
六
月
二
十
五
日
条

一
、
内
裏
ヨ
リ
来
月
右
大
将
殿
拝
賀
、
可
レ
有
二
御
前
召
一
歟
、
然
者
可
レ
為
二

御
物
具
一
、
御
引
直
衣
并
御
打
衣
可
二
用
意
一
之
由
被
二
仰
下
一
、
次
予
ニ
被
レ

仰
レ
之
、
英
秋
譜
所
持
被
二
御
覧
一
、
可
レ
有
二
新
調
一
之
由
被
二
仰
下
一
之
間
、

先
立
如
二
申
入
一
、
重
書
共
■
先
日
炎
上
之
時
預
二

置
他
所
一
、
未
二
召
寄
一
、

仍
三

(

Ｂ)

帖
譜
進
二
上
之
一
、
此
本
ハ
英
秋
書
譜
ヲ
不
二
相
違
一
氏
秋
・
幸
秋
ニ
書
写
、

無
二
外
見
一
教
豊
秘
蔵
譜
也
、
以
レ
之
可
レ
有
二
御
沙
汰
一
歟
、
何
様
召
寄
可
二
進

覧
一
之
旨
申
二
御
返
事
一
、
三
帖
譜
即
進
上
也
、

応
永
十
四
年
十
月
晦
日
条

一
、

’禁

(

Ｂ)

裏
御
譜
夜
前
雖
二
到
来
一
、
夜
陰
之
間
不
二
進
上
一
、
今
日
ハ
例
日
之
間
、

明
日
早
�
可
二
進
上
一
者
也
、
氏
秋
一
筆
書
レ
之
、
本
ハ
予
三
帖
之
譜
也
、

応
永
十
四
年
十
一
月
二
日
条

一
、
内
裏
御
笙
譜
一
部
三
帖
、
定
秋
被
二
進
上
一
、
氏
秋
一
筆
書
進
上
者
也
、
神

妙
�
�
由
有
二
勅
定
一
也
、

｢

故
英
秋
自
筆
秘
蔵
本｣
(

Ａ)

を
教
言
は
所
持
し
て
お
り
、
孫
教
豊
の
万
秋
楽
伝

授

(

�)

に
際
し
、
こ
れ
を
豊
原
氏
秋
・
幸
秋
に
書
写
さ
せ
て
与
え
た
も
の
が

｢

三
帖
譜｣

(

Ｂ)

で
あ
る
。
ま
た
、
英
秋
譜
の
存
在
を
知
っ
た
後
小
松
天
皇
の
求
め
に
応
じ
て

進
上
し
た
も
の
が
、
氏
秋
一
筆
に
よ
る

｢

三
帖
譜｣

の
転
写
本
、｢

禁
裏

(

内
裏)

御
笙
譜
一
部

(

三
帖)｣

(

Ｂ')

で
あ
る

(

�)

。

(

Ａ)

か
ら

(

Ｂ)

へ
の
転
写
経
緯
は
、『

瑞
鳳
集』

奥
書
に

｢

御
子
息
并
御
門
弟

之
内
、
有
二
御
器
用
一
者
御
相
続
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一｣

と
記
さ
れ
た
点
の
実
践
と

も
い
え
る
。(

Ａ)
｢

英
秋
自
筆
秘
蔵
本｣

＝

『

瑞
鳳
集』

の
関
係
に
矛
盾
は
無
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
断
定
は
で
き
ず
、
未
知
の
英
秋
譜
を
想
定
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

や
は
り
応
安
三
年
の
山
科
中
将
を
教
言
と
比
定
す
る
確
証
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
と

す
れ
ば
、
こ
の
奥
書
自
体
を
疑
っ
て
み
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『

教
言
�
記』

の
記
述
を
も
と
に
、『

瑞
鳳
集』

奥
書
が
後
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

｢

英
秋
当
道
相
伝
之
事｣

で
見
た
よ
う
に
、
英
秋
は
量
秋
以
降
、
豊
原
家
の
偉
人
と

し
て
伝
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
後
世
の
者
が

｢

英
秋
譜｣

に
仮
託
す
る
可
能
性
は

大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、『

瑞
鳳
集』

が

｢

英
秋
譜｣

で
あ
る
こ
と
を
根
本
か
ら
問

い
直
す
問
題
と
な
る
。

二
種
類
あ
る

『

瑞
鳳
集』

奥
書
に
注
目
す
る
と
、
全
巻
に
共
通
す
る
の
は
傍
線
部

の
文
言
で
あ
る
。
壱
越
調
に
関
し
て
は
、｢

右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也｣

の
文
言

が
冒
頭
と
年
号
の
前
と
二
度
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
こ
の
点
に
違
和
感
を
感
じ
て

い
る
。｢

山
科
中
将｣

と

｢

応
安
三
年｣

と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
合
理
的
解
決
を
見

い
だ
せ
な
い
点
も
、
そ
の
文
言
は
二
度
目
の

｢

右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也｣

以
降
、

つ
ま
り
傍
線
部
に
お
い
て
含
ま
れ
る
。
奥
書
前
半
の
部
分
か
ら
は

｢

山
科
中
将
へ
当

流

(

豊
原)

の
説
を
書
参
ら
せ
た
譜｣

と
い
う
情
報
の
み
に
な
り
、
応
安
三
年
と
い

う
成
立
年
は
現
れ
て
こ
な
い
。

ま
た
、『

瑞
鳳
集』

奥
書
に
は
、
譜
本
を
相
続
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
が
い
な
い

な
ら
ば
当
家
＝
豊
原
家
に
返
す
よ
う
に
と
記
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
流
豊
原
家

を
代
表
す
る
立
場
の
発
言
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
英
秋
の

｢

荒
序｣

相
伝
時
に
は
、

入
道
し
た
祖
父
龍
秋
・

｢

斯
道
棟
梁｣

で
あ
る
伯
父
信
秋
が
相
伝
の
奥
書
を
書
き
、

父
成
秋
か
ら
の
相
伝
は
彼
ら
の
一
日
後
の
日
付
と
な
っ
て
い
た

(

�)

。
つ
ま
り
、
豊
原
一

族
に
お
い
て
も
、
棟
梁
＝
当
流
豊
原
の
代
表
者
へ
の
敬
意
が
見
て
と
れ
る
。
譜
本
の

授
与
、
書
写
に
関
わ
る
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
の
点

か
ら
み
れ
ば
、
英
秋
が

｢

不
レ
然
者
可
レ
返
二
下
当
家
一
者
也｣

と
述
べ
る
に
は
、
応

安
三
年
は
ま
だ
時
期
が
早
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
筆
者
は
こ
の
奥
書
の
一
部
、
つ
ま
り
傍
線
部
の
記
述
が

後
世
の
偽
作
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
当

初
の
奥
書

(
折
本
で
あ
っ
た)

を
補
う
過
程
で
、
壱
越
調
冒
頭
の

｢

右
譜
所
書
進
山

科
中
将
殿
也｣
を
引
用
し
、
応
安
三
年
と
英
秋
と
い
う
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
応
安
三
年
と
英
秋
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
奥
書
前
半
を
考
え
て

み
れ
ば
、｢

御
子
息
并
御
門
弟｣

に
こ
の
譜
を
伝
え
得
る
こ
と
の
で
き
る
山
科
中
将

言
と
し
て
、
相
応
し
い
の
は
や
は
り
山
科
家
当
主
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆

者
も
山
科
中
将
＝
教
言
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。『

瑞
鳳
集』

に
つ
い
て
は
英

秋
よ
り
も
遡
り
、
教
言
に
伝
授
を
行
な
っ
た
龍
秋
・
信
秋
の
譜
の
可
能
性
も
あ
る
の

で
は
と
推
測
す
る

(

�)

。

近
藤
に
よ
る
精
力
的
な
豊
原
家
笙
譜
の
比
較
検
討
に
は
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
る

が
、
検
討
の
過
程
で
比
較
譜
本
の
性
格
、
位
置
づ
け
が
充
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
ず
、
結
果
、
そ
の
類
推
は
性
急
な
感
を
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
勅
命
に
よ
っ
て
進

上
の
譜
、
豊
原
家
に
お
け
る
教
習
用
の
譜
、
山
科
家
の
た
め
の
譜
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
目
的
で
誰
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
に
よ
っ
て
、
当
然
そ
の
性
格
も
違
っ

て
く
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
へ
の
考
察
こ
そ
重
要
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も

筆
者
は
肝
心
の

｢

譜｣

自
体
の
分
析
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
、
奥
書
や
周
辺
史
料
か

ら
の
み
の
発
言
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
自
戒
は
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、｢
山
科
中

将｣

の
比
定
は
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
な
の
だ
が
、
ま
ず
は
こ
の
奥
書
の
真
偽
に

つ
い
て
の
問
題
提
起
を
そ
の
取
り
掛
か
り
と
し
た
い
。

[

註]

(

１)

新
羅
三
郎
義
光
と
豊
原
時
元
間
の
説
話
と
考
え
ら
れ
る
が
、｢

時
秋
物
語｣

(『

群
書

類
従』

第
二
七
輯
所
収)

と
し
て
知
ら
れ
、
類
似
説
話
は
多
い
。
授
け
ら
れ
る
豊
原

の
人
物
・
秘
曲
名
・
伝
授
場
所
な
ど
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。

(

２)

豊
原
統
秋
に
つ
い
て
は
、
楽
人
と
し
て
の
役
割
よ
り
も
和
歌
を
通
じ
て
の
三
条
西

実
隆
と
の
交
流
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
井
上
宗
雄

『

中
世
歌
壇
史
の
研
究』

室
町
前

期
、
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
。
秦
澄
美
枝

｢

和
歌
と
連
歌
の
接
触
―
実
隆
・
宗
長
・

統
秋
を
め
ぐ
っ
て
―｣

『

和
歌
文
学
研
究』

第
六
五
号
、
一
九
九
三
年
。

(

３)
『

復
刻
日
本
古
典
全
集

體
源
鈔
一
〜
四』

、
現
代
思
潮
社
、
一
九
八
七
年
。
原
本

は
焼
失
。
伝
本
と
し
て
は
菊
亭
家
旧
蔵
本

(

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵)

が
善
本
で

あ
る
点
が
中
原
香
苗

(｢『

体
源
鈔』

の
生
成｣

伊
井
春
樹
編

『

古
代
中
世
文
学
研
究

論
集』

第
三
集
、
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
。)

に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(

４)

坂
本
麻
実
子

｢

足
利
義
満
と
笙｣

小
島
美
子
・
藤
井
知
昭
編

『

日
本
の
音
の
文
化』

、

第
一
書
房
、
一
九
九
四
年
。
相
馬
万
里
子

｢

琵
琶
の
時
代
か
ら
笙
の
時
代
へ
―
中
世

の
天
皇
と
音
楽
―｣

『

書
陵
部
紀
要』

四
九
、
一
九
九
八
年
。
豊
永
聡
美

｢

後
光
厳
天

皇
と
音
楽｣

『

日
本
歴
史』

第
五
九
七
号
、
一
九
九
八
年
。

(

５)
『

體
源
鈔』

に
は

｢

公
武
ノ
御
師
範｣

を
務
め
た
の
は

｢

豊
原
嫡
々｣

で
あ
る
と
記

さ
れ
る
。
ま
た
、
天
皇
・
将
軍
へ
の
伝
授
記
録

｢

禁
裏
御
笙
始
代
々
之
記｣

｢

将
軍
家

御
笙
沙
汰
記｣

が
巻
十
一
上
に
収
め
ら
れ
る
。

(

６)

福
島
和
夫

｢

文
亀
元
年
四
月
四
日
後
柏
原
天
皇
女
房
奉
書
と
豊
原
家
の
人
々｣

『

東

洋
音
楽
研
究』

四
五
、
一
九
八
一
年
。

(

７)

福
島
和
夫

｢[

音
楽
相
承
系
図
集]

考
付
翻
刻｣

『

日
本
音
楽
史
研
究』

第
一
号
、

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
研
究
年
報
、
一
九
九
六
年
。

(

８)

拙
稿

｢

豊
原
縁
秋
考
―
室
町
中
・
後
期
の
地
下
楽
人
の
一
断
面
―｣

『

武
蔵
大
学
人

文
学
会
雑
誌』

第
二
九
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
九
七
年
。

(

９)

豊
原
系
図
に
は
養
子
の
吊
り
方
な
ど
諸
本
で
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
嫡

家
豊
原
統
秋
が
捉
え
た

｢

家｣

に
基
づ
き
考
察
す
る
た
め
、
系
図
も

『

體
源
鈔』

所

収
の
も
の
を
用
い
た
。

(
10)

前
掲
註
８
。

(

11)
豊
原
喜
秋
編

『

豊
原
改
正
總
家
伝』

(

上
野
学
園
大
学
日
本
音
史
研
究
所
に
て
紙
焼

き
を
閲
覧)

の
分
類
に
よ
る
。
大
正
期
、
豊
原
喜
秋
が

『

地
下
家
伝』

の
形
式
に
倣
っ

て
編
纂
し
た
も
の
で
、
子
孫
に
伝
わ
っ
た
豊
原
各
家
の
流
れ
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
資

料
。
第
一
、
第
二
な
ど
の
称
は
南
北
朝
当
時
の
も
の
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
用
い
る
。

(

12)

押
田
良
久

『
雅
楽
観
賞』

、
文
憲
堂
七
星
社
、
一
九
六
九
年
。
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(
13)

滝
沢
友
子
・
下
浅
千
穂
・
芝
田
泰
典

｢

東
儀
鉄
笛
著

『

楽
道
偉
人
伝』

翻
刻｣

『

雅

楽
資
料
集

《

論
考
篇》』

、
二
松
学
舎
大
学
21
世
紀C

O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世
日
本
漢
文

班
、
二
〇
〇
六
年
。

(

14)

東
儀
季
治
原
著
・
平
出
久
雄
改
筆

｢

楽
道
偉
人
伝

(

そ
の
二)｣

『

雅
楽
界』

第
三

七
号
、
一
九
五
四
年
。
東
儀
季
治
は
後
に
鉄
笛
と
号
し
た
。

(

15)

陵
王

｢

荒
序｣
は
南
北
朝
・
室
町
期
の
笙
最
秘
曲
で
あ
り
、
特
別
な
機
会
に
演
奏

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。｢

代
々
公
私
荒
序
所
作
事｣

(『

體
源
鈔』

巻
十
一
上
所
収)

と
し
て
、
そ
の
所
作
の
記
録
が
豊
原
家
に
伝
え
ら
れ
る
。

(

16)
｢

八
幡
宮
正
月
神
事｣

(『

體
源
鈔』

巻
三
下)

、｢

宮
寺
恒
例
神
事
八
幡
宮
次
第
略
記｣

(『

體
源
鈔』

巻
十
一
上)

な
ど
。

(

17)

同
じ
笙
を
伝
え
る
堂
上
楽
家
、
山
科
家
の
笙
始
は
も
う
少
し
成
長
し
て
後
の
こ
と

で
あ
り

(

山
科
教
季

(

万
菊
丸)

は
十
歳
で
笙
始
を
行
っ
た

[『

教
言
�
記』

応
永
十

四
年
十
二
月
七
日
条])

、
こ
の
よ
う
に
通
過
儀
礼
と
笙
の
教
習
を
同
日
に
行
な
う
点

は
、
地
下
楽
家
豊
原
の
習
い
と
推
測
さ
れ
る
。

(

18)
｢(

七
歳)

十
二
月
廿
日
笙
始
、
祖
父
龍
秋
教
始
給
ケ
リ｣
、｢(

九
歳)

楽
数
六
十
三

吹
タ
リ
ケ
ル
ホ
ト
ニ
、
祖
父
仰
云
、
楽
カ
ス
ト
申
、
器
用
ト
申
、
イ
マ
ハ
秘
曲
不
レ

可
レ

有
二

子
細
一

ト
テ
、
六
月
廿
日
蘇
合
被
レ

授
畢｣

、｢(

十
五
歳)
四
月
十
日
荒
序
相

伝
、
祖
父
入
道
龍
覚
所
被
レ
授
也
、
叔
父
信
秋
奥
書
モ
ト
ル
、
曲
ノ
主
斯
道
棟
梁
タ
ル

間
取
レ

之
也
、
父
成
秋
奥
書
モ
取
レ
之
、
但
十
一
日
取
レ
之
畢｣

(

19)
『

難
太
平
記』

(『

群
書
類
従』

第
二
一
輯
所
収)

に
は
、
細
川
清
氏
か
ら
今
川
貞
世

へ
の
伝
言
を
信
秋
が
取
次
い
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

(

20)

山
下
左
京
亮
舎
弟
四
郎
左
衛
門
尉

(

氏
郷)

・
曽
我
兵
庫
助

(

氏
助
か)

・
村
上
掃

部
助

(

氏
頼)

な
ど
が
挙
が
る
。

(

21)

将
軍
家
が
牽
引
し
た
天
神
講
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
す
る
。

(

22)

史
料
纂
集

『

園
太
暦』

、
延
文
三
年
七
月
七
日
条
。

(

23)

大
日
本
古
記
録

『

後
愚
昧
記』

、
康
安
元
年
三
月
二
十
五
日
・
四
月
七
日
条
。

(

24)
｢

明
応
二
年
鳳
管
灌
頂
記｣

(『

続
群
書
類
従』

第
一
九
輯
上
所
収)

の
中
に
、｢

英

秋
記｣

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(

25)
｢

豊
原
信
秋
記｣

(『

大
日
本
史
料』

第
六
編
四
五
所
収)

応
安
七
年
二
月
六
日
・
八

月
十
二
日
条
。

(

26)
｢

禁
裏
御
笙
始
代
々
御
例｣

(『

體
源
鈔』

巻
十
一
上
所
収)

。

(

27)

前
掲
註
25
。

(

28)

前
掲
註
11
。

(

29)

信
秋
は
応
安
元
年
の
後
光
厳
天
皇
へ
の
御
伝
授
の
際
に
、
自
身
の
賞
を
音
秋
の
近

衛
将
監
叙
位
に
替
え
た
。
そ
の
際
、
音
秋
の
昇
進
は
超
越
上
首
十
四
人
で
あ
っ
た

(｢

明
応
二
年
鳳
管
灌
頂
記｣)

。

(

30)

明
徳
三
年

(

一
三
九
二)

の
量
秋

｢

荒
序｣

所
作
初
度
時
、
二
十
四
歳

(｢

代
々
公

私
荒
序
所
作
事｣

『

體
源
鈔』

巻
十
三
所
収)

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
逆
算
し
た
。

(

31)

永
徳
元
年

(

一
三
八
一)

の

｢

将
軍
家
進
上
信
秋
奥
書｣

に
は

｢

孫
子
量
秋｣

と

確
認
で
き
る

(｢

代
々
公
私
荒
序
所
作
事｣

『

體
源
鈔』

巻
十
三
所
収)

。

(

32)

第
一
分
家
は
豊
原
近
秋
を
祖
と
す
る
。
器
用
不
足
の
嫡
家
に
代
わ
っ
て

｢

荒
序｣

を
伝
え
ら
れ
、
以
降
、
そ
の
所
作
権
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(

33)
｢

将
軍
家
御
笙
沙
汰
記｣

(『

體
源
鈔』

巻
十
一
上
所
収)

。『

體
源
鈔』

所
収
の

[

豊

原
系
図]

英
秋
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
永
和
三
年
よ
り
将
軍
家
御
師
範
と
あ
る
。
正
式

な
将
軍
御
笙
始
に
先
行
し
て
、
英
秋
が
内
々
に
手
ほ
ど
き
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

34)
｢

禁
裏
御
笙
始
代
々
之
記｣

(『

體
源
鈔』

巻
十
一
上
所
収)

。

(

35)

坂
本
前
掲
註
４
。

(

36)

坂
本
麻
実
子

｢

15
世
紀
に
お
け
る
御
遊｣

『

人
間
文
化
研
究
所
年
報』

一
四
、
御
茶

ノ
水
大
学
、
一
九
九
一
年
。

(

37)
『

荒
暦』

永
徳
元
年
七
月
二
十
三
日
条
。(

桃
崎
有
一
郎

｢[

史
料
紹
介]

『

荒
暦』

永
徳
元
年
・
二
年
記
の
翻
刻｣

『

年
報
三
田
中
世
史
研
究』

十
二
、
二
〇
〇
五
年
十
月
。)

(
38)

前
掲
註
37
。

(

39)
｢

神
輿
造
替
并
社
頭
中
門
廻
廊
等
料
足
引
付

(

至
徳
三
年
二
月
日)｣

(『

北
野
天
満

宮
史
料』

所
収)

。

(

40)

史
料
纂
集

『

教
言
�
記』

、
応
永
十
四
年
十
月
二
十
六
日
条
。
史
料
纂
集

『

北
野
社

家
日
記』

、
延
徳
元
年
九
月
二
十
一
日
条
。

(

41)

応
安
七
年
か
ら
す
で
に
そ
の
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が

｢

豊
原
信
秋
記｣

(

五
月
十
六
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日
条)

よ
り
わ
か
る
。｢

信
秋
中
風
所
労
、
聊
雖
少
減
得
、
存
命
計
也｣

(

42)
『

體
源
鈔』

｢

然
に
某
荒
序
相
伝
事
十
七
歳

(

量
秋
例)

霜
月
に
可
伝
授
旨
所
存
に
、｣

と
あ
り
、
統
秋
も
英
秋
の
十
五
歳
の
例
で
は
な
く
、
量
秋
十
七
歳
の
例
に
倣
お
う
と

し
た

(『
體
源
鈔』

巻
一
所
収)

。

(

43)

荻
美
津
夫

｢
南
北
朝
期
に
お
け
る
楽
人
豊
原
氏
に
つ
い
て｣

『

雅
楽
界』

第
五
九
号
、

小
野
雅
楽
会
、
一
九
八
六
年
。

(

44)
｢

当
家
に
は
兼
秋
息
毎
譜
并
豊
兼
抄
、
又
十
三
帖
譜｣

(『

體
源
鈔』

跋
文)

。

(

45)

前
掲
註
11
。

(

46)
[

豊
原
系
図]

(『

體
源
鈔』
巻
十
三
所
収)

(

47)
｢

彼
朝
臣

(

＝
統
秋)

述
懐
長
歌
、
系
図
并
英
秋
日
記
等
携
之
、
一
見
了｣

(『

実
隆

公
記』

(

永
正
八
年
十
月
十
八
日
条)
。
な
お
、
前
掲
註
24

｢

明
応
二
年
鳳
管
灌
頂
記｣

に
引
か
れ
た

｢

英
秋
記｣

に
は

｢

他
月
除
之｣
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が

｢

英
秋
日
記｣

か
ら
の
抜
書
き
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

(

48)

松
薗
斉

『

日
記
の
家
―
中
世
国
家
の
記
録
組
織
―』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

(

49)

前
掲
註
８
。

(

50)
『

體
源
鈔』

[

豊
原
系
図]

の
う
ち
、
注
記
の
詳
細
な
人
物
に
、
兼
秋
・
則
秋
・
龍

秋
・
信
秋
・
成
秋
・
英
秋
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

51)
『

地
下
家
伝』

の
豊
原
氏
の
な
か
に
、｢

英
秋｣

は
載
ら
な
い
。
室
町
期
の
中
継
と

し
て
の
役
割
が
、
後
代
で
は
嫡
家
の
流
れ
に
も
父
成
秋
の
流
れ
に
も
位
置
づ
か
な
い

扱
い
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

52)

近
藤
静
乃

｢

豊
原
英
秋
撰

『

瑞
鳳
集』

に
つ
い
て｣

『

芸
能
の
科
学』

三
二
、
二
〇

〇
五
年
。
同

｢

南
北
朝
・
室
町
期
の
豊
原
家
笙
譜
に
よ
る

｢

朗
詠
伽
陀
付
物｣

小
考｣

『

芸
能
の
科
学』

三
三
、
二
〇
〇
六
年
。
な
お
、
本
稿
は
近
藤
氏
に
よ
る
口
頭
発
表

｢

豊
原
英
秋
笙
譜

『

瑞
鳳
集』

所
収
の
朗
詠
伽
陀
付
物
に
関
し
て｣

と
同
日
に
行
っ
た

｢

豊
原
英
秋
考｣
[

東
洋
音
楽
学
会
東
日
本
支
部
第
十
五
回
例
会
、
二
〇
〇
四
年
七
月

三
日
、
於
東
京
芸
術
大
学]

に
基
づ
く
が
、
大
幅
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。

(

53)
『

大
日
本
史
料』

第
六
編
三
〇
冊
、
応
安
二
年
正
月
二
十
七
日
条
。
続
史
料
大
成

『

愚
管
記』

、
応
安
四
年
九
月
十
三
日
条
。

(

54)
(

新
訂
増
補)

国
史
大
系

『

公
�
補
任』

二
、
応
安
七
年
。

(

55)
｢

豊
原
信
秋
記｣

応
安
七
年
正
月
八
日
条
。

(

56)
『

大
日
本
史
料』

第
六
編
三
二
冊
。

(

57)

史
料
纂
集

『

教
言
�
記』

。

(

58)
『

教
言
�
記』

応
永
十
三
年
三
月
十
五
日
条
。

(

59)

近
藤
は
、
英
秋
譜
を
所
望
し
た
人
物
を
右
大
将
足
利
義
持
と
す
る
が
、
後
小
松
天

皇
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(

60)

前
掲
註
18
。

(

61)

信
秋
は
斯
波
義
種
へ
の
譜
を
所
労
に
よ
り
代
筆
さ
せ
た
例
も
あ
る
の
で

[｢

信
秋
日

記｣

応
安
七
年
三
月
二
十
八
日]

、『

瑞
鳳
集』

書
写
の
人
物
と
し
て
英
秋
が
登
場
し

た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

史
料
閲
覧
に
際
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
史
研
究
所
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
、
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
の
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、『

瑞
鳳

集』

奥
書
に
関
し
て
、
遠
藤
徹
氏
、
藤
原
重
雄
氏
よ
り
種
々
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し

て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

[

付
記]

本
稿
校
正
中
、
馬
渕
和
夫

｢『

枝
葉
鈔』

翻
刻
並
解
題(

一)｣
(『

研
究
紀
要』

20
、

醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月)

に
て

｢

信
秋
―
英
秋

(

実
成
秋
子)｣

と
吊
る
系
図
を
確
認
し
た
。
豊
原
氏
自
身
が
記
し
た
系
図
で
は
な
い
が
、｢

見
聞
に
随

い
注
し
た
系
図｣

と
あ
り
、
豊
原
嫡
家
構
成
員
と
し
て
英
秋
を
認
識
す
る
室
町
期
史

料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
第
一
・
第
二
分
家
と
の
関
わ
り
を
含
め
、
次
稿
で
考
察
し

た
い
。

( ) 楽家豊原英秋の偉人説話 (三島)31
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【系図１】
『體源鈔』 巻十三所収の [豊原系図] を基に､ 本稿に関わ

る人物を抜粋して示す｡ 実子・養子に関わらず全て実線でつ

なぎ､ 論旨に関わる重要人物は網掛けで示した｡

時
元

＊第一分家

近
秋

＊嫡家

脩
秋 ＊第二分家

龍
秋

兼
秋

惟
秋

成
秋

信
秋

守
秋

房
秋

国
秋

氏
秋

定
秋

英
秋

音
秋

師
秋

家
秋

縁
秋

久
秋

(

幸
秋)

(

量
秋)

量
秋

繁
秋

幸
秋

重
秋

統
秋



( ) 楽家豊原英秋の偉人説話 (三島)33

【系図２】
『體源鈔』 巻十三所収 ｢相承次第｣ を基に､ 本稿に関わる天皇家・将軍家・豊原家の相承を抜粋した｡

豊原には網掛け､ 嫡家はゴチックで示し､ …にて本稿で導いた相承関係を示す｡

兼
秋

龍
秋

今
上

後
光
厳
院

山
科
中
将

教
言

鎌
倉
大
納
言

尊
氏

成
秋

信
秋

＊
代
英
秋

＊
代
英
秋

左
馬
頭

基
氏 英
秋

量
秋
音
秋
師
秋

内
蔵
頭

教
興

山
科
少
将

教
冬

内
蔵
頭

教
藤

山
科
三
位

(

教
繁)

民
部
�(

教
言)

将
軍
家

鹿
苑
院
殿

(

義
満)

今
上

後
円
融
院

後
光
厳
院

定
秋

当
今

(

後
小
松)

幸
秋

量
秋

当
今

後
小
松
院

山
科
少
将

持
教

山
科
少
将

嗣
教

内
蔵
頭

教
豊

山
科
中
将

教
有

山
科
宰
相

教
興
幸
秋

将
軍
家

勝
定
院
殿

(

義
持)

当
今

(

後
小
松)

縁
秋

久
秋

今
上

称
光
院 重
秋

統
秋

山
科
参
議

言
国
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出典 参考 【出典略称】当 ＝｢英秋当道相伝事｣ (『體源鈔』 十二上)

代 ＝｢代々大鼓所作少々載之｣ (『體源鈔』 十二上)

禁 ＝｢禁裏御笙始代々御例｣ (『體源鈔』 十一上)

将 ＝｢将軍家御笙沙汰記｣ (『體源鈔』 十一上)

荒 ＝｢代々公私荒序所作事｣ (『體源鈔』 十三)

系 ＝[豊原系図] (『體源鈔』 十三)

信秋＝｢豊原信秋記｣ (『大日本史料』 六－四五)

園 ＝『園太暦』

後愚＝『後愚昧記』

門 ＝『門葉記』

空 ＝『空華日用工夫略集』

弁 ＝『弁官補任』

雲 ＝『雲井の御法』 (『群書類従』 二四)

陽 ＝『陽禄門院三十三回忌の記』 (『群書類従』 二四)

明 ＝『明応二年鳳管灌頂記』 (『続群書類従』 一九上)

当

当

当

当

当

当 12/12､ 父成秋､ 足利基氏の御笙御師とし
て関東下向｡

当 ↓ (この間､ 父成秋と別居)

当 閏10月､ 父成秋､ 関東より上洛｡

当 11/28､ 父成秋､ 関東下向｡

当 ↓ (この間､ 父成秋と別居) 豊原家座次 (□：嫡家､ 下線：第１分家､ ゴチック：第二分家)

当 7/4､ 父成秋､ 関東より上洛｡ 40歳 誕生

当 7/7禁裏御楽に英秋出仕｡ 山科教言と共に
笙所作 [園]｡ 龍秋 信秋 成秋 惟秋 師秋

当 3/25右兵衛尉 [弁] 40歳

当 10/13没20歳

当 3/25禁裏舞楽 (教言と英秋共に出仕)｡
3/27仙洞舞楽にて笙 [後愚]｡ (入道) 道の棟梁[当] ×

×

閏正/9没72歳 ×

系 × 3/26荒序 3/19没43歳 ×

× × ×

後愚 10/19後光厳天皇､ 西園寺実俊の北山第で
妙音講｡ 英秋見えず｡ × × ×

系 4/6後伏見天皇33回忌法会､ 英秋見えず｡ [門] × 7/1荒序 × ×

明 × × × 左近将監

代 × × 50歳 × 誕生

代 × × ×

代 × × ×

× × ×

× × ×

信秋 信秋､ 中風の患い記す｡ × (笙一) × 惟秋 × 国秋 英秋 音秋 房秋 藤秋 守秋 定秋 (量秋)
禁 嫡家信秋の息二人とも没｡ × × 4/15荒序 × 2/4没19歳 ７歳

後愚 × × × ×

系 × 60歳 × × ×

× × × ×

将､荒 義満の笙始以降､ 信秋の代として活動｡ × × × 6/18荒序 ×

将､雲 × × × ×

将､荒 11/26筑後守 [系] × × × 3/12荒序 ×

禁 × × × ×

× × × ×

陽 × × × ×

× × × ×

× 4/15没69歳一者23年 × ×

空 × × × × 7/24没 ×



( ) 楽家豊原英秋の偉人説話 (三島)35

表１
和暦 西暦 年齢 英秋事歴 (ゴチックは祖父龍秋との関わり)

貞和３ 1347 1 正/9誕生｡ 楽を聞けば泣き止み､ 寝入る｡ 祖父龍秋の名を譲られる｡

貞和４ 1348 2 笙の置いてあるところへ這い寄ってゆき､ 吹けば問題なく鳴った｡ 石清水八幡に社参して松若と名付 (高良神社の松童にて)｡

貞和５ 1349 3 笙の竹の名を読み覚える｡ 文字を知ったのも笙の竹名からである｡

観応元 1350 4 唱歌にて五常楽急を習い､ 歌う｡

観応２ 1351 5 唱歌にて楽数８､ 習い歌う｡ 2/28左衛門少志｡ 吹きたる楽を聞き､ 目録・譜に書いたり拍子をさすことに間違いはなかった｡

文和元 1352 6 楽数20､ 覚えて歌う｡ (父成秋､ 関東へ下向：右欄参照)

文和２ 1353 7 12/20笙始・袴着｡ 鎌倉殿 (基氏) より御直垂を賜り着る｡ 笙始の師は祖父龍秋､ 笙は将軍家の ｢達智門｣ を用いる｡笙始を目出､ 将軍家より御馬一疋下される｡

文和３ 1354 8 正月､ 将軍家へ参り､ 御前にて五常楽急を吹く｡ 御感あって御小袖を賜る｡ 父成秋より陵王破・太平楽急など習う｡教える側が忘れたことも､ まるで習うがごとくに吹いた｡ 太鼓の教習を希望して習う｡

文和４ 1355 9
楽数63を吹く｡ 祖父龍秋､ 秘曲伝授を許可｡ 6/20蘇合を授けられる｡ 将軍家､ 基氏などから下行物あり｡ 基氏自身が
御笙始に用いた ｢小笙｣ を下賜｡ 10月には楽数73吹く｡ いずれの楽も習わずして概ね聞き取ることができた｡ 将軍家
天神講など楽出仕｡ (父成秋､ 関東へ下向：右欄参照)

延文元 1356 10 祖父龍秋､ 関東の成秋に松若の伝習状況を伝える(万秋楽相伝の器用は備えるが､ 年齢が心にかかる｡ 今年の伝授は斟酌すべき)｡ ８月､ 初めて和歌を詠む｡

延文２ 1357 11 ６月には楽数115を吹く｡ 7/26万秋楽相伝｡ 内裏より山科教言を介して召しあり｡ 父子とも参上し､ 楽を奏す (面目
の至り)｡ 10/15八幡放生会の御縄に付童として｡ 12/27元服､ 烏帽子親は祖父龍秋｡ 内裏より冠を下される｡

延文３ 1358 12 正/16石清水八幡宮御節出仕始｡ 正/25将軍家天神講にて鉦鼓 (鉦鼓始)｡ 6/18今熊野六月会に祖父の御代官として出
仕｡ 6/23甘州只拍子を父成秋より相伝｡ 7/7禁裏御楽に元服後初の出仕｡ ９月､ 皇帝､ 団乱旋一度に相伝｡

延文４ 1359 13 3/25右兵衛尉｡ 3/29内裏御楽にて千秋楽を一人奏す ｢兵衛尉ノ拝賀ニ楽可付仕之由直ニ蒙勅｣｡ 9/15内裏御楽にて鉦
鼓｡ 10/2内裏御楽にて大鼓｡ 12/10内裏御楽にて鞨鼓｡

延文５ 1360 14 7/8蘇合四帖相伝､ 甘州只拍子奥書を書き入れる｡

康安元 1361 15 4/10荒序を祖父入道 (龍秋) から授けられる｡ ｢如此十五才ニテ道極ル事故兼秋并英秋也､ 此両人之外更上古ニモ無
之､ 況ヤ末代ニヲイテヲヤ｣

貞治元 1362 16

貞治２ 1363 17

貞治３ 1364 18 父成秋死後､ 関東へ下向｡

貞治４ 1365 19

貞治５ 1366 20

貞治６ 1367 21 4/26基氏没により､ 英秋上洛｡

応安元 1368 22 禁裏御楽で､ 笙・大鼓など所作｡ 5/13後光厳天皇の笙灌頂に関する記述を英秋が残す (『明応二年鳳管灌頂記』 に引
用される)｡

応安２ 1369 23 7/4禁裏御楽にて大鼓｡

応安３ 1370 24 3/24禁裏舞御覧にて大鼓｡

応安４ 1371 25 10/15北山殿法華講にて大鼓｡

応安５ 1372 26

応安６ 1373 27

応安７ 1374 28 六位英秋｡ 天神講参仕｡ 九州へ物詣のため下向2/6～8/12上洛｡

永和元 1375 29 8/28後円融御笙始：御師範信秋中風のため､ 英秋が代官として所作｡

永和２ 1376 30 3/24禁裏舞御覧にて大鼓｡

永和３ 1377 31 31歳より将軍家御師範｡

永和４ 1378 32

康暦元 1379 33
2/9将軍家御笙始 (義満) 御師範信秋の病により､ 英秋が代官｡ 同じく6/29将軍家蘇合御伝授､ 7/7将軍家七夕御楽に
て英秋笙､ 11/8将軍家万秋楽御相伝出仕 (信秋代か)｡ 11/22将軍家花の御所御楽にて笙｡ 6/18禁裏舞御覧にて達智門
で荒序初度｡

康暦２ 1380 34 1/29内裏法華懺法講に出仕｡ 3/3禁裏御楽将軍家御参内､ 英秋笙｡ 6/19病の信秋に代わり､ 英秋が将軍家甘州只拍子御相伝の奥書を進上｡ 8/27将軍家､ 皇帝､ 団乱旋御相伝に英秋出仕｡

永徳元 1381 35 五位英秋｡ 2/29禁裏御遊将軍家所作の禄として､ 太刀一振英秋拝領｡ 3/2将軍家蘇合御相伝､ 信秋､ 英秋以下｡ 英秋太刀拝領｡ 7/24大臣大饗の御遊に英秋出仕｡ 8/27将軍家荒序御伝授｡ 3/12将軍家舞御覧にて達智門で荒序所作｡

永徳２ 1382 36 3/26将軍家御参のうえ､ 禁裏蘇合御御伝授 (後小松)｡ 御師範信秋の病により､ 英秋が代｡ 終わって後､ 将軍家内々
に英秋を召し御申沙汰｡

永徳３ 1383 37

至徳元 1384 38 10/27陽禄門院三十三回忌御法要に出仕｡

至徳２ 1385 39

至徳３ 1386 40

至徳４ 1387 41 正/6従五位上か｡ 7/24没｡ 7/25荼毘下火 (あこ) の仏事､ 南禅寺にて｡ 法名真英｡
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